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演題：Opportunities with adoptive T cell therapies for cancer  
 

紹介：ペンシルバニア大学におけるトランスレーショナルリサーチの Director である Carl 
H. June 博士は、Ｔ細胞の刺激分子に関する研究やＴ細胞の増殖と分化に関する研究、HIV
の pathogenesis に関する研究を通じて得られた基礎研究の成果を発展させ、がんやエイ

ズに対する新しい免疫細胞治療の臨床研究を実践されています。Ｔ細胞受容体遺伝子導入

リンパ球を用いた細胞移入治療など、がんに対する免疫細胞治療の臨床研究・トランスレ

ーショナルリサーチの最前線の情報を紹介していただきます。 
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